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会長 藤本 良男

「親睦、多様性、公平性、奉仕、
リーダーシップを共に考えよう」

来週の例会

■ 7月6日（木）

 就任挨拶

会長            城戸総一郎 君

幹事            井戸田精一 君

会長エレクト  戸田 尊文 君

副会長  一由 麻里 君

例会日：2023年6月29日
（令和5年6月29日）

■ 退任挨拶

会長 藤本 良男 君

幹事 田原さおり  君

■ 今日の歌 「日も風も星も」

ピアノ 岩島 佳子 先生

今年度最後の例会に参加を頂きました会員の皆様に御礼申し上げます。さて、最後になりましたが何を語
ろうかと考えました。
今年度はコロナの規制が緩和されたので一気に色々な事業が目白押しに迫ってくるような思いがしました。
また、こんな折には各事業において担当の委員長の取り組みがスムーズに行われたと思われます。本当に
ありがとうございました。
少し心残りは国際大会です。余り時間がなくてただ参加して過ごしたように思えてなりません。もう少し余裕が
ある日程にしたかった思いがありました。だが本会議場の出席には醍醐味がありました。大阪ナイトで各地
区のロータリアンとの触れ合いもあり、そして、国際大会に参加する事によって、ロータリーの意義があると
思います。また、今後の課題として早くから日程調整して多くの参加者に参加をしていただくようにお願いした
いと思っております。

今年度本日の最後の一言

老後の一時間、一日というものは、
実に大事だ。その大事な一日を
「ああ、いいことをしたな」と
思って暮らすかどうかが、
人生の幸不幸の決まるところだ。

今年度の最後の会長の時間とさせて頂きます。

ロータリー親睦活動月間

カンボジア アツスクール訪問
2023年6月24日～27日



幹事就任挨拶

本日のお祝い
会長退任のご挨拶

幹事就任挨拶 田原幹事幹事報告

委員会報告

≪これからの予定≫

【1】 7/6（木）例会後、7月度定例理事会

ＰＭ6:30～新旧会長・幹事歓送迎会 於：オ・

セイリュウ

≪連絡事項≫

【1】 7/6（木）午後6時30分よりオ・セイリュウに於

きまして衛星クラブと合同で新旧会長・幹事

歓送迎会を開催いたします。多数のご参加

よろしくお願い致します。

6/1 6/8 6/15

HC出席 休会 31(1）名 31(1）名

MU出席 1(0)名 4(0)名

修正出席率 72.73％ 79.55％

（6/22）の出席者数：26名（0） 
内ＺＯＯＭ出席2名

ビジター5名：ガバナーノミニー・デジグネート
 大阪北ＲＣ 吉川 健之 様
 東大阪中央ＲＣ 浅野 光男 様

 〃  名村 美紀 様
〃 芝池 福子 様
〃   帆足嘉寿大 様

6/22 出席率：60.47％

※（ ）内数字は出席免除会員の出席者数
会員：54名（免除11名）

出席報告 6月22日

◎ロータリー財団奨学委員会  一由委員長

この度、西村会員、島 会員、滝川会員、木村会員、

岡田会員、井上会員、大橋会員、山村会員、溝畑

会員、浅田会員、表 会員、城戸会員、中西会員、

駒林会員にご協力いただきました。有難うございま

した。皆様のご協力により730,000円が集まり、財団

に寄付させていただきました。

皆様のご協力に心より感謝申し上げます。

そして、また、奉仕活動として元気な子供たちの

生駒学園招待の行事を4月の中旬に催ししました。

5月には春のライラ事業があり、また会員の皆様

で東大阪ふれあい祭りのパレードの参加を行って

来ました。5月の終わりには国際大会のメルボル

ンに参加を、ロータリーの醍醐味を味わったつもり

です。そして、この様に振り返って見ますとすでに

後少し一日で今年度はおわります。

6月の末にはカンボジアに訪問をしてまいりました。

この一年間はすごくうれしくもあり悲しい事柄もあ

りました。これもひとえに会員の皆様のご協力に

感謝を申し上げます。そして、わが年度の役員と

理事と、最後になりましたがわが年度の幹事に感

謝を申し上げます。

本当に会員の皆様一年間ありがとうございます。

今年度最後の一言

ときは悲しみと口論の傷をいやす。

人はみな変わる。過去の自分は、

もはや現在の自分ではない。

悩む者も悩ます者も、

ときがたてば別人になる。

藤本会長

今年度最後の例会出席本日はありがとうござい

ます。私の退任の挨拶とのことで本日はこの様な

時間を設けていただきありがとうございます。早い

もので一年間経ちました。今振り返って見ますと7

月に河村直前会長から会長を引継ぎましたが毎

週の事柄がすべて新鮮な事となりました、8月、9

月と時がたつにつれて色々な事業をこなしてゆく

ことにつけて沢山の事柄を学びました。まして当

該年度には２０２４～２５年度のガバナー年度に

向けて、7月には早くも地区代表幹事（吉崎会員）

を選出して準備が始まりました。そして、また、ガ

バナー年度に向けての各々副幹事を選出されて

本格的にガバナー年度に向けて活動が毎月一回

の会合を開催されています。

さて、一年間を振り返って見ますと始まりが昨日

のように感じられます。8月にはガバナー補佐を迎

えてのクラブ協議会があり、わが年度の方針を

各々の各委員長が確認しました。9月にはガバ

ナー公式訪問を受けました。そして、9月から10月

にかけては今まではコロナ禍の中満足に開催さ

れていなかった東輪会の行事の開催が、今回は

わがクラブで全ての東輪会行事を開催いたしまし

た。わがクラブの会員の協力をえて、また5クラブ

の会員の協力を得て、例会と秋と春のゴルフコン

ペとチャリティーイベントの開催で役割を果たすこ

とが出来ました。東大阪ウィルチェアスポーツクラ

ブへの寄贈品と寄付金の協力を多くの皆様に頂

きました。そして、秋の家族会が鳴門と淡路島で

観光組とゴルフ組に別れて一泊二日で開催され

ました。夜には各々のロータリアンとの触れ合い

と親睦が図られたと思います。12月には地区大会

が大阪国際会議場で開かれました。そして、私に

とっては最大のイベントの開催がクリスマス家族

会でした。多くの会員と家族を集めてＷホテルで

愉しい一夜を過ごせたと思います。翌年は初例会

をオ、セイリュウで開催されました。新しい年にな

り気分新たに例会を開催されるように努力する気

持ちになったと思います。また、月日を重ねるごと

に色々なクラブの周年記念式典の参加も増えて

きたと思います。2月に入り３クラブ合同の例会が

ありました。また、小田原中RCとの友好クラブとの

例会と親睦ゴルフとを開催しました、そして、4月

には大阪西南RCとの共同事業でのシアトル研修

生とのYPEの開催がありました。そして、企業訪問

では、富士製作所（木村会員）、近畿車輛、フジモ

ト工芸、と訪問して参りました。最後にYPEの参加

者と和歌山の高野山の宿坊に泊まりYPEの研究

生同士の親睦を図られたことと思います。それと

同時に花見例会をかねてのYPE事業も達成でき

たと思います。

幹事就任挨拶

本日のお祝い
幹事退任のご挨拶 田原幹事

2022-23年度の幹事退任挨拶の原稿を、私は今、

プノンペンのホテルで朝ごはんを食べながら書い

ています。昨日はアツスクールを訪問し、退任ま

であと1週間を切っているのに、最後の最後まで

国際奉仕に奔走していました。私にとってこの1年

は会長と共に、常に全速力で走り続け、走りなが

ら考えてきた息切れしそうな1年でした。そして今

ゴールへ向けて文字通り最後のラストスパートと

いったところです。

まずは私のような未熟な会員が、幹事という大役

をあと少しで全うできるところまで辿り着けたのは、

クラブを愛する会員皆様のお陰であると、心から

感謝申し上げます。そしてなんといっても、藤本会

長のお陰で、この1年を走り切ることが出来ました。

あらためてありがとうございます。

藤本会長は、体力的にもメンタル的にも泣き言ひ

とつ言わず、常に私の前を走り続けて下さいまし

た。

これは本当に凄い事です。25年後に私が同じこと

をやれと言われたら、きっと逃げ出すか、愚痴りま

くります。もちろん、年齢差から私の方が詳しく早

く処理が出来る事柄もありました。そんな時は素

直に『任せるわ。』と信頼して下さり、お互い分業

のような形でとても仕事がやりやすかったです。

月を重ねる毎に良い距離感を保ち、信頼関係を

確立してきた私と会長ですが、やはりクラブ運営

は理事の皆様の協力が無くては成り立ちません。

特に今年度は、私の中では到底処理仕切れない

大問題に直面したのですが、この時は理事の皆

様をとても頼もしく、とても心強く、救われた気持ち

になりました。

ロータリーは会社でも仕事でもありません。だから

こそ、私達それぞれが持つクラブに対する愛情と、

お互い会員同士の信頼で成り立っているのだと

深く感じました。そしてそれは、幹事を終えた次年

度以降も続いていきます。文末になっても尚、や

はり私の人生にとって大切なことを教えて下さっ

た、会長はじめ理事、そしてクラブの皆様には感

謝しかありません。

心からありがとうございました。
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